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 中村高昭 . 国際的な競争力が求められている大学. 立法と調査. 2014 ,357, pp.62-71
 林和宏 .リエージュ大学から学ぶOAポリシー策定方針（第2回SPARC Japan セミナー
2014「大学におけるOAポリシー: 日本版OAポリシーモデル構築に向けて」平成26
年9月26日 )
 スチュアート・M・シーバー . ハーバード大学オープンアクセス方針について. 国
立情報学研究所国立大学図書館協会共催シンポジウム「大学からの研究成果オー
プンアクセス化方針を考える」（平成22年12月10日）
 国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討.  「国際的動向を踏まえ
たオープンサイエンスに関する検討会」報告書（内閣府 平成27年3月）
 林和弘. 世界のオープンアクセス、オープンサイエンス政策の動向と図書館の役割. 
カレントアウェアネス. 2015, (324)
 池内有為. 研究データ共有時代における図書館の新たな役割：研究データマネジメ
ントとデータキュレーション. カレントアウェアネス. 2014, (319), CA1818, p. 21-26.
 国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会報告書公開後 国内外の
動向（参考資料１ オープンサイエンス推進に関するフォローアップ検討会（第
１回）平成27年7月17日 ）
